


↓文章としては翻訳文丸出しで
”悪文”であるが、高らかに理想を
謳い上げているという点で
大変に”感動的な”憲法前文で
あると思われる。

↑文章としては”日本語”になっているが
箇条書き文で、単に”言いたい事を盛り
込んだ”に過ぎない。文章としては拙劣
もう少し、日本国としての理想を
高らかに宣言するような”名文”に
するべきだろう！





～国会の指名に基づいて内閣総理大臣及び
最高裁判所の長である裁判官～にすべき！

←人事権が有るが故に行政の司法対する優位性
がかねてから問題になっている！



国権の発動＝宣戦布告による戦争という意に解する
国連憲章第51条の正当防衛による戦争は含まない

「また、国防軍を統括する国の機関の長
は軍人・自衛官であった者が就く事は
できない。」戦前も”陸・海軍省大臣現役
武官制の禁止”という不文律があったが、
結局、大臣就任直前に軍人を辞め、大臣に
なる→なし崩し的に現役の軍人が大臣に
なる。という経過を辿った。確かに内閣総理
大臣が最高指揮官であるからシビリアン・
コントロールは守られているとい得るが、
軍事に素人であるが故に、実質的に防衛
大臣が実権を握るということは容易に
想定できる。「軍事優先主義」に走らせない
ためにも、省内の人事権を持つ防衛大臣
までは経歴も含めて文民で無ければ
ならない事を明記すべきであろう！



そもそも「公益・公の秩序」とは何か？という
点で疑問符が残る。政府・自治体の決定に
国民は逆らってはならないという意にも解せる
「～自覚し、公序良俗に反しないよう留意せね
ばならない。」程度に和らげるべき。もしくは
「本法及びその他の法令に反しない限り」と
前段に付し、下線部は削除すべきか？





実際には布施・賽銭のように領収書の無い現金
収入に関しては課税していないなど特権を与えて
いる

宗教団体が政治上の権力の行使＝政治団体の
保持・運営・組織的な政党、議員の支持、支援を
すること。は現行憲法では禁止されている。これは
「弓削の道鏡事件（764年）」以来1200年来の国是
である「政教分離」の原則を創価＝公明に配慮
して安部・自民案では削除している！

「公益及び公の秩序」と言いながら、「党益及び
省庁益」でないと言い切れるのか？政権批判
を封じ込めるための条文！民主主義を破壊
する！

なお、「権力」とは
政治上有効な力の
ことであり、与野党を問わない
のが政治学上通説。

わざわざ憲法に定めなければならない
程すさんだ社会になってきたことが
問題！




